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大型クラゲによるエンジン燃料系の不具合発生事例 

漁業生産・情報工学部 

研究の背景・目的 
漁船からの二酸化炭素排出量の削減方策として、廃食用油から生成されたバイオディ

ーゼル燃料の利用に向けて、定置網漁船での検証試験を行っています。今回はその試験

中に見られた大型クラゲによるエンジン燃料系の不具合の発生事例について紹介します。 

研究成果 
 操業中に発生したエンジン停止について原因を調査したところ、燃料タンク底部や配

管からクラゲの破片が採取されました。このことから、漁獲物と一緒に取り込まれた大

量のクラゲにより、甲板上の燃料タンク通気孔が閉塞し、タンクが負圧となるためクラ

ゲの破片が吸い込まれた模様です。その後、燃料タンク内でクラゲの腐食が進行し水分

とスラッジが発生したことで、燃料フィルタの目詰まり等によりエンジン停止に至った

と考えられました。 

波及効果 
この事例のような不具合防止のためには、燃料タンク通気孔の高さ、構造や配置に留

意することで対応が可能と思われます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               （機関・機械研究チーム：長谷川勝男・溝口弘泰） 

図１ 定置網で漁獲物に一緒にクラゲが取り込まれる

図２ 漁船の燃料タンクから採取されたクラゲ破片、スラッジ、水分 

図３ 漁船の燃料タンクにクラゲが吸い込まれる模式図 


